
全国学力・学習状況調査
 ※１、２

 における平均正答率の状況

国語※４ 算数※４ 理科※５

28年度 29年度 30年度 28年度 29年度 30年度 元年度 28年度 29年度 30年度 28年度 29年度 30年度 元年度 30年度

全国平均正答率　　　(％) 72.9 74.8 70.7 57.8 57.5 54.7 63.8 77.6 78.6 63.5 47.2 45.9 51.5 66.6 60.3

大阪市平均正答率　 (％) 69.7 71.0 66.0 54.6 53.0 51.0 58.0 75.3 75.0 62.0 44.7 42.0 49.0 65.0 55.0

全国平均以上の港区の学校数 2 0 0 2 1 0 1 3 3 1 0 2 1 3 0

全国平均未満の港区の学校数 9 11 11 9 10 11 10 8 8 10 11 9 10 8 11

大阪市平均以上※５の港区の学校数 3 4 2 3 5 5 4 5 6 1 2 4 2 6 3

大阪市平均未満の港区の学校数 8 7 9 8 6 6 7 6 5 10 9 7 9 5 8

国語※４ 数学※４ 理科※５ 英語※６

28年度 29年度 30年度 28年度 29年度 30年度 元年度 28年度 29年度 30年度 28年度 29年度 30年度 元年度 30年度 元年度

全国平均正答率　　　(％) 75.6 77.4 76.1 66.5 72.2 61.2 72.8 62.2 64.6 66.1 44.1 48.1 46.9 59.8 66.1 56.0

大阪市平均正答率　 (％) 72.5 74.0 74.0 62.1 68.0 58.0 70.0 60.0 62.0 63.0 41.7 45.0 44.0 57.0 63.0 54.0

全国平均以上の港区の学校数 0 0 0 1 0 0 0 1 0 0 2 0 0 0 0 0

全国平均未満の港区の学校数 5 5 5 4 5 5 5 4 5 5 3 5 5 5 5 5

大阪市平均以上※７の港区の学校数 2 2 0 2 1 1 1 2 0 0 2 1 0 2 1 2

大阪市平均未満の港区の学校数 3 3 5 3 4 4 4 3 5 5 3 4 5 3 4 3

※１　当該調査により、測定できるのは、学力の特定の一部であり、学校における教育活動の一側面に過ぎません。

※２　各年度の調査時点の小学校第６学年・特別支援学校小学部第６学年、中学校第３学年・特別支援学校中学部第３学年の全校児童生徒が対象

※３　小規模少人数校については、調査数が少なく全体の傾向を表しにくいなどから調査結果等を公表しないことができる取扱いとなっております。 平均正答率を公表
　　　 していない学校においても全国および大阪市との比較については公表しているため、上表のとおり掲載しています。
※４　30年度までは、国語と算数（数学）は「主として『知識』に関する問題（A問題）」と「主として『活用』に関する問題（B問題）」に分かれていましたが、元年度からは一
　　　 体的に問う問題形式で実施されました。
※５　理科は３年に１度程度の調査を実施しております。
※６　元年度から英語（中学校）の調査が追加されました。（３年に１度程度の実施）
※７　29年度より、大阪市平均と各校平均の表示が整数とされたため、同じ整数のものについては大阪市平均以上に含めています。

国語A 数学A国語B 数学B

中学校　（対象 ５校)※３

国語A 算数A国語B 算数B

小学校　（対象　11校) ※３



全国体力・運動能力、運動習慣等調査 ※８ における体力合計点 ※９ の状況

28年度 29年度 30年度 元年度 28年度 29年度 30年度 元年度 28年度 29年度 30年度 元年度 28年度 29年度 30年度 元年度

全国平均の体力合計点 53.92 54.16 54.21 53.61 55.54 55.72 55.90 55.59 42.13 42.11 42.32 41.69 49.56 49.97 50.61 50.22

大阪市平均の体力合計点 52.61 52.79 52.80 52.53 54.30 54.58 54.45 54.47 41.25 41.00 41.72 41.04 49.20 49.27 50.14 50.13

全国平均以上の港区の学校数 3 4 2 6 6 4 4 3 2 2 3 3 4 3 3 5

全国平均未満の港区の学校数 8 7 9 5 5 7 7 8 3 3 2 2 1 2 2 0

大阪市平均以上の港区の学校数 6 5 4 7 8 7 4 7 2 3 3 3 4 4 3 5

大阪市平均未満の港区の学校数 5 6 7 4 3 4 7 4 3 2 2 2 1 1 2 0

※８　各年度調査時点の小学校第５学年・特別支援学校小学部第５学年、中学校第２学年・特別支援学校中学部第２学年の全校児童生徒が対象

※９　握力、上体起こし、長座体前屈などの８種目を合計して算出した合計点
※10 小規模少人数校では、調査数が少なく全体の傾向を表しにくいなどから調査結果等を公表しないことができる取扱いとなっております。
　　　 なお、上記のとおり結果等を公表していない学校においても、全国および大阪市との比較は可能な形で表現されているため、上表のとおり掲載しています。

小学校　（対象　11校)  
※10

男　子 女　子 男　子

中学校　（対象 ５校) 
※10

女　子



全国体力・運動能力、運動習慣等調査 ※７ における体力合計点 ※８ の状況

国語※４ 算数※４

28年度 29年度 30年度 28年度 29年度 30年度 元年度 28年度 29年度 30年度 28年度 29年度 30年度 元年度 27年度 30年度

全国平均正答率　　　(％) 72.9 74.8 70.7 57.8 57.5 54.7 63.8 77.6 78.6 63.5 47.2 45.9 51.5 66.6 60.8 60.3

大阪市平均正答率　 (％) 69.7 71.0 66.0 54.6 53.0 51.0 58.0 75.3 75.0 62.0 44.7 42.0 49.0 65.0 56.3 55.0

全国平均以上の港区の学校数 2 0 0 2 1 0 1 3 3 1 0 2 1 3 0 0

全国平均未満の港区の学校数 9 11 11 9 10 11 10 8 8 10 11 9 10 8 11 11

大阪市平均以上※５の港区の学校数 3 4 2 3 5 5 4 5 6 1 2 4 2 6 2 3

大阪市平均未満の港区の学校数 8 7 9 8 6 6 7 6 5 10 9 7 9 5 9 8

※９　小規模少人数校では、調査数が少なく全体の傾向を表しにくいなどから調査結果等を公表しないことができる取扱いとなっております。国語※４ 数学※４ 英語※６

　　　 なお、上記のとおり結果等を公表していない学校においても、全国および大阪市との比較は可能な形で表現されているため、上表のとおり掲載しています。28年度 29年度 30年度 28年度 29年度 30年度 元年度 28年度 29年度 30年度 28年度 29年度 30年度 元年度 27年度 30年度 元年度

全国平均正答率　　　(％) 75.6 77.4 76.1 66.5 72.2 61.2 72.8 62.2 64.6 66.1 44.1 48.1 46.9 59.8 53.0 66.1 56.0

大阪市平均正答率　 (％) 72.5 74.0 74.0 62.1 68.0 58.0 70.0 60.0 62.0 63.0 41.7 45.0 44.0 57.0 49.3 63.0 54.0

全国平均以上の港区の学校数 0 0 0 1 0 0 0 1 0 0 2 0 0 0 0 0 0

全国平均未満の港区の学校数 5 5 5 4 5 5 5 4 5 5 3 5 5 5 5 5 5

大阪市平均以上※５の港区の学校数 2 2 0 2 1 1 1 2 0 0 2 1 0 2 0 1 2

大阪市平均未満の港区の学校数 3 3 5 3 4 4 4 3 5 5 3 4 5 3 5 4 3

※１　当該調査により、測定できるのは、学力の特定の一部であり、学校における教育活動の一側面に過ぎません。

※２　各年度の調査時点の小学校第６学年・特別支援学校小学部第６学年、中学校第３学年・特別支援学校中学部第３学年の全校児童生徒が対象

※３　小規模少人数校については、調査数が少なく全体の傾向を表しにくいなどから調査結果等を公表しないことができる取扱いとなっております。 平均正答率を公表していない
　　　　学校においても全国および大阪市との比較については公表しているため、上表のとおり掲載しています。
※４　30年度までは、国語と算数（数学）は「主として『知識』に関する問題（A問題）」と「主として『活用』に関する問題（B問題）」に分かれていましたが、元年度からは一体化され
　　　 ています。
※５　29年度より、大阪市平均と各校平均の表示が整数とされたため、同じ整数のものについては大阪市平均以上に含めています。
※６　元年度、中学校の英語の調査が初めて実施されました。

小学校　（対象　11校)  ※９

国語A 国語B 算数A 算数B 理科

中学校　（対象 ５校)

国語A 国語B 数学A 数学B 理科


